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事業背景・概要

桜島は、わが国初の国立公園のひとつである霧島錦江湾国立公園に位
置し、錦江湾に浮かぶ活火山であり、鹿児島のシンボルとして、また、
気軽に活火山を間近で体験できる観光地として人気の高いエリアである。

鹿児島市では、地域のシンボルとなる桜島の活性化に向けて、市の主
要観光地としての再生・高付加価値化に向けた検討を進めている。

雄大な桜島をバックとした立地を活かし、観光客等が集える新たな憩
いの場を設け、アクティビティ体験等と連携を図ることで、自然体験型
観光を推進し桜島地域のにぎわい創出を図る。

①事業の目的①事業の目的
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事業背景・概要
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事業背景・概要
③桜島地域の動向③桜島地域の動向

現在、活火山・桜島の麓では、約3,000人の住民が暮らし、海を挟んだ約4km先には
約59万人が暮らす鹿児島市街地が広がっている。

また、鹿児島が世界に誇る観光資源である桜島へ約15分でアクセスできる桜島フェ
リーや、桜島西部の主要な観光地を55分で周遊できるバス「サクラジマアイランド
ビュー」が、観光振興や地域の活性化に大きく寄与している。

令和6年鹿児島市観光統計をもとに作成
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事業背景・概要

令和6年の鹿児島市の総観光客数は、946万4千人で、前年に比べ45万5
千人増（前年比5.1％増）であった。

＜宿泊観光客の動向＞
～鹿児島市での訪問観光地～
●日本人
桜島が24.5%と最も多い

●外国人
桜島が83.1%と最も多い
いずれも桜島が最も多い結

果となっている。
（鹿児島市観光消費額調査・マーケ
ティング分析報告書：令和6年2月）

④観光動向④観光動向

令和6年鹿児島市観光統計より 4



桜島観光に関する課題

日本人、外国人ともに鹿児島市での訪問観光地として桜島が最も多い
ものの、長時間の滞在に対応できる施設がなく、観光消費額の増につな
がっていない。

桜島観光に関する課題桜島観光に関する課題

観光客や市民が桜島の魅力を感じられる体験型の観光拠点を設ける

ことで、桜島での長時間滞在を促し、桜島地域のにぎわい創出
につながる施設整備が必要

観光客のニーズを的確に捉えたキャッシュポイントづくりが重要
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桜島自然体験アクティビティ施設導入基本計画

活火山「桜島」の魅力を体感し、その自然を活かしたアクティビティ

について、今後の整備に向けた基本的な方向を示すことを目的に
策定したもの。

基本計画の目的基本計画の目的

今後の整備に向けた基本的な方向を示した

桜島自然体験アクティビティ施設導入基本計画
を策定（令和７年３月）

「自立した事業性のある取組」とする必要があるため、整備を含め民間
事業者のノウハウ等の活用を基本とした官民連携による事業手法で実施
する。（基盤となるインフラ整備は行政での実施を検討）6



桜島自然体験アクティビティ施設導入基本計画

桜島フェリーターミナル●

●道の駅 桜島
火の島めぐみ館

桜島フェリーター
ミナルからは、
・移動距離約1.5km
移動時間の目安
・徒歩20分
・車4分
の距離。

事業計画地は、鶴崎灰捨場跡地。
範囲は約3.5ha（約35,000㎡）を基本とし、拡張する場合は活用可能

最大範囲として約6.6ha（約66,000㎡）を想定。

①計画位置①計画位置
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桜島自然体験アクティビティ施設導入基本計画

鹿児島市桜島横山町所在地
鶴崎灰捨場跡地：約35,000㎡敷地面積
鹿児島市所有者
都市計画区域外都市計画関連
指定なし建蔽率・容積率

〇自然公園法 〇景観計画区域（桜島ゾーン） 〇都市計画法 〇森林法法令に基づく制限

〇電気：九州電力（敷地外の車道等から引廻しが必要）
〇給水：上下水道局（敷地外の車道等から引廻しが必要）
〇排水：浄化槽（整備要）
〇電話：ＮＴＴ（敷地外の車道等から引廻しが必要）
○敷地内に温泉の引廻しの可能性あり

供給施設情報

○もともと火山灰の堆積場のため地盤改良が必要となる可能性ありその他整備条件

②計画地概要②計画地概要
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桜島自然体験アクティビティ施設導入基本計画

③計画地の状況③計画地の状況
写真１ 灰捨場跡地

既存展望施設

Copyright © ＮＴＴインフラネット株式会社 All Rights Reserved．

写真２ 遊歩道

写真３ 遊歩道から見る海辺 写真４ 既存展望施設
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桜島自然体験アクティビティ施設導入基本計画

整備方針
観光客や市民が桜島の魅力を体験するための観光拠点となり、桜島での

長時間滞在を促し、桜島地域のにぎわい創出につながる施設

主なターゲット
〇九州全域、関東・関西等の都市部の本物志向のファミリー層
〇桜島及び錦江湾の自然をおもいきり体感したいアクティブ層
〇世界でも珍しい火山観光に訪れたインバウンド観光客を含む来訪者

桜島アドベンチャートラベルはじまりの場所

④コンセプト④コンセプト
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桜島自然体験アクティビティ施設導入基本計画

⑤導入機能と整備イメージ⑤導入機能と整備イメージ
施設イメージ想定されるアクティビティ例拠点施設での過ごし方機能

案内所
・桜島内のみどころや、拠点施設の内容を把握
・火山周辺のウォーキングイベント等桜島内での既存アクティビティへ
の参加受付

桜島（火山）を知るレ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

プール（水泳場）、
海岸沿いの木デッキ、
海辺へのアクセス路、
水上アスレチック

・錦江湾を眺めながら、誰もが安全で快適に泳いだり、プールサイドで
くつろぐ
・ダイビングやSUP、シーカヤック等の水辺でのマリンレジャーを楽しむ
（既存マリンレジャーと連携）
・水辺で錦江湾の水際の生き物を観察

錦江湾を体感する

レストラン、フードコート、
キッチンカー広場

・地域の食材を使って作られた食事を味わう桜島の食を楽しむ

食
売店（食料品）、
BBQサイト（道具貸し出し）

・購入した食材を、その場で手軽に自分で調理して食べる
食材を自分で調理して楽
しむ

売店（土産物屋）
・購入した特産物を現地から自宅等に発送する
・その場で食べて味を実感する

桜島の特産品を購入する買
物

カフェ、パブ、駐車場、ロッカー、
キャンプ場（コテージ、グランピング
含）、デイキャンプサイト、ワーケー
ション施設、温浴施設（サウナ、ス
パ）

・錦江湾を眺めながらゆっくり滞在する
・拠点以外の周辺を歩いたり自転車等で周遊するために荷物を預ける
・桜島の自然を身近に感じながらカジュアルに宿泊する
・桜島を長期に楽しむため、仕事をしながら滞在する
・桜島ならではの資源を活用し心身を整える

桜島の自然に囲まれて
ゆっくりと過ごす

滞
在

レンタルモビリティ
（レンタサイクル、セグウェイ等）

・自家用車でなく自転車等で身軽に移動する
・桜島港から快適に移動する

快適にアクセス及び移動
する

交
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⑥土地利用イメージ⑥土地利用イメージ

既存遊歩道

海辺の小広場

錦江湾を望む水際

アクセスルート

動線結節点

広場

錦江湾を望む斜面

想定する機能：交通

既存散策路を活用

想定する機能：食・滞在

想定する機能：レクリエーション

想定する機能：交通

想定する機能：食・買い物・滞在

想定する機能：レクリエーション・滞在

想定する機能：滞在

水際の既存平地を活用

錦江湾を活用

既存アクセスルートを活用

既存散策路と展望台等を活用

灰の堆積場及び周辺隣地を活用

既存溶岩の斜面を活用

既存の散策を活用し、
歩行者等の車両以外の
移動用の通路として来
訪者が安全で、快適に
利用できる移動ルート
を確保。

散策路沿いの敷地側の
部分的な平地を活用。
錦江湾の水辺を近くに
感じ、また見晴らしも
良い立地を生かして、
ゆったりと食事や喫茶
が行える場を想定。

散策路沿いの敷地側の
部分的な平地を活用。
錦江湾の水辺を近くに
感じ、また見晴らしも
良い立地を生かして、
ゆったりと食事や喫茶
が行える場を想定。

既存のアクセスルートを活用し、自
家用車が安全に通行できるような、
幅員や舗装化を想定する。

主要アクセスルートと散策路が交わる
場所であり、広場や斜面にも近接し、
計画地の中心的な場としての活用が考
えられる。

桜島の火山灰を集積した広場部は、平
坦な広場となっており、多目的な利用
が可能。
また、広場の東側に隣接した既存林部
の活用も考えられる。

水際から広場にかけてなだらかな傾斜の
斜面から錦江湾を望むことができる。夜
になると鹿児島市街地の夜景も望める。
ダイナミックな眺望を楽しみながらゆっ
くり滞在できる。
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フェリーターミナル付近には、国民宿舎、日帰り温泉、足湯、道の駅、
ビジターセンターなど観光施設が集積しているほか、桜島港発着で桜島
西部の主要な観光地を周遊できるサクラジマ アイランドビューも運行。

⑦周辺の既存施設⑦周辺の既存施設

整備予定箇所

桜島エリアマップを元に一部加工13



【桜島地域について】

【活用希望施設】

＜問合せ先＞
住所:〒892-0816 鹿児島県鹿児島市山下町6番1号
電話:099-227-1930 FAX:099-222-8796 担当部署:教育委員会事務局管理部学校整備室

➅黒神中学校
校舎:RC造 3階 1,090㎡
体育館:RC造 1階 450㎡
敷地面積:4,731㎡

➀桜洲小学校
校舎:RC造 2階 2,421㎡
体育館:RC造 1階 894㎡
敷地面積:13,912㎡

➄黒神小学校
校舎:RC造 2階 773㎡
体育館:RC造 1階 650㎡
敷地面積:9,946㎡

➃高免小学校
校舎:RC造 2階 381㎡
敷地面積:2,119㎡
※H5年4月から休校中

➇東桜島小学校
校舎:RC造 3階 1,492㎡
体育館:RC造 1階 650㎡
敷地面積:9,205㎡

➆東桜島中学校
校舎:RC造 2階 1,692㎡
体育館:RC造 1階 830㎡
敷地面積:15,343㎡

➂桜峰小学校
校舎:RC造 3階 2,522㎡
体育館:RC造 1階 894㎡
敷地面積:13,714㎡

➁桜島中学校
校舎:RC造 4階 3,921㎡
体育館:RC造 2階 1,286㎡
敷地面積:25,847㎡

➈旧改新小学校
校舎:RC造 3階 821㎡
教員住宅:RC造 1階 60㎡
敷地面積:2,366㎡

・桜島地域人口:3,516人（R6年4月1日現在）※市全体:588,387人

・本市のシンボルでもある世界有数の活火山・桜島

・桜島フェリーは鹿児島港と桜島港を約15分で結び、
24時間年中無休で運行

・日本最大級の足湯や桜島を間近で
体験できる展望所など見所多数

・桜島小みかんや桜島大根などの
特産品も豊富 桜島地域では8つの小中学校を統合して、令和8年4月に義務教育学校を

開校します。統合によって廃校となる8校と既に廃校となっている1校に
ついて、活用アイデアを募集しています。

桜島地域

(参考）学校跡地利活用(参考）学校跡地利活用
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桜島で体験できる具体的なアクティビティは以下のメニュー（基本計
画から一部抜粋）があり、計画地では、桜島で体験できる既存のアク
ティビティとの連携の可能性も含めて検討していく。

⑧既存のアクティビティ⑧既存のアクティビティ
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桜島自然体験アクティビティ施設導入基本計画

桜島にある鶴崎灰捨場跡地にて、基本計画に記載している施設イメー
ジ等を基に、桜島地域のにぎわい創出を図るため、観光客等が集える新
たな自然体験型施設を整備する。整備にあたっては、既存のアクティビ
ティとの連携も含めて検討していく。

まとめまとめ



桜島自然体験アクティビティ施設導入基本計画

地盤調査
・測量調査
・事業手法検討
・官民連携

可能性調査
・各種手続き

・契約
・設計

・整備工事・事業者の公募
・事業者の決定

【1～3年目】 【4・5年目】 【6年目】 【7年目】

想定スケジュール想定スケジュール

事業手法については、民間事業者のノウハウ等を活用した官民連携による事業手法で実施することを基本とし、
今後具体的な検討を行う。 17



本日お伝えしたいこと

民間としてどのような施設整備が可能かのご提案も含め、本事業に参
画していただける企業様を募集しています！

アウトドア事業者様や開発事業者様、大型遊具関連事業者様、その他
本事業にご興味のある企業様、または関連事業者様をご紹介いただける
事業者様がいらっしゃいましたらご連絡ください。

現地視察のご要望も承ります。

【連絡先】
鹿児島市観光交流局観光振興課（鹿児島市役所みなと大通り別館３階）

TEL :099-216-1327
MAIL:kanshin@city.kagoshima.lg.jp
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本日ご意見いただきたい事項

② 望ましい事業のあり方

③ 課題・懸念事項

・民設民営での事業実施は可能かご意見をお聞かせください。
・行政に求める支援等について意見をお聞かせください。

・本事業への参画を検討するにあたり、提供してほしい情報や課題・懸念事項等が
あればご意見をお願いします。

① 事業計画の実現可能性、市場性、事業アイデア

・桜島でのアクティビティ施設の設置について、どのような施設を目指すべきか。
・地域経済の活性化を実現するため、周辺の観光資源や既存施設等との連携につい

て、ご意見やアイデアをお聞かせください。
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